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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 2,555 7.5 77 △78.3 77 △77.5 50 △78.8

2021年12月期 2,376 11.2 359 14.1 345 8.7 239 6.1

（注）包括利益 2022年12月期 50百万円 （△78.8％） 2021年12月期 239百万円（6.1％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年12月期 9.57 8.74 2.7 2.4 3.0

2021年12月期 48.66 43.03 17.3 14.5 15.1

（参考）持分法投資損益 2022年12月期 －百万円 2021年12月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 3,460 1,892 54.7 355.84

2021年12月期 3,051 1,835 60.1 346.31

（参考）自己資本 2022年12月期 1,891百万円 2021年12月期 1,835百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年12月期 15 △322 6 1,452

2021年12月期 330 △126 666 1,752

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2022年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2023年12月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

１．2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）１．当社は、2021年６月９日付で普通株式１株につき50株に株式分割を行っております。2021年12月期の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しております。

２．当社は2021年９月28日に東京証券取引所マザーズ（現グロース市場）に上場したため、2021年12月期の潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額は、新規上場日から2021年12月期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、当連結会計年

　　度に係る各数値については、当該会計基準を適用した後の数値となっております。

※　業績予想と差異が生じた理由としましては、新規顧客の獲得等に注力した結果、売上高が見通しを上回ったことに加え、販売費及び一

般管理費の削減努力が相まって営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益が見通しを上回り差異が生じました。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、当連結会計年度に

係る各数値については、当該会計基準を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,750 7.6 100 28.8 100 28.6 68 34.1 12.83

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期 5,315,950株 2021年12月期 5,298,900株
②  期末自己株式数 2022年12月期 －株 2021年12月期 －株
③  期中平均株式数 2022年12月期 5,307,480株 2021年12月期 4,911,807株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 2,578 9.1 28 △91.0 72 △76.2 46 △77.6

2021年12月期 2,364 10.5 318 2.0 303 △4.3 206 △7.8

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期 8.74 7.99

2021年12月期 42.08 37.22

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 2,406 1,866 77.5 350.88

2021年12月期 2,448 1,813 74.0 342.16

（参考）自己資本 2022年12月期 1,865百万円 2021年12月期 1,813百万円

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、当連結会計

年度に係る数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無
　　　新規　－社、徐外　－社

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．10「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の
変更）」をご覧下さい。

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年６月９日付で普通株式１株につき50株の割合で株式分割を行っております。2021年12月期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を算定しております。

（参考）個別業績の概要
１．2022年12月期の個別業績（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）１．当社は、2021年６月９日付で普通株式１株につき50株に株式分割を行っております。2021年12月期の期首に当該株式分割が行われたと

仮定し、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定しております。

２．当社は、2021年９月28日に東京証券取引所マザーズ（現グロース市場）に上場したため、2021年12月期の潜在株式調整後１株当たり当

期純利益金額は、新規上場日から2021年12月期末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、当連結会計年

度に係る数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）個別財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用しており、当連結会計年度

　　　に係る数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料３ページ「１．経
営成績等の概況　（４）今後の見通し」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも各制限の緩和と政府

の経済対策等により、緩やかに景気回復の動きがみられました。一方でウクライナ情勢や円安進行、原材料高騰に

よる物価上昇が懸念される等、依然として先行きは不透明な状況にあります。

　当社グループを取り巻く環境につきましては、新型コロナウイルス感染症に伴う人の移動制限が緩和されたこと

により、転勤や転居の動きも緩やかに回復しているものと考えられます。

　このような状況の下、当社グループは、資本業務提携先である株式会社BluAgeとの相互送客の実現や、シナジー

のある企業との営業活動強化により、法人企業向けサービス「転勤ラクっとNAVI」及び不動産事業者向けサービス

「新生活ラクっとNAVI」のサポート件数が前年を上回る結果となりました。また、クラウド賃貸契約サービスにお

いては、法人企業向けの社宅管理サービスである「ワンコイン転貸」に加えて、企業に勤める従業員個人が利用可

能な、毎月2,000円（最大２年間）の家賃割引が受けられる「ヘヤワリ」の利用者拡大に注力し、管理戸数が

20,000戸を突破いたしました。引越事業者向けサービスである引越しプラットフォーム「HAKOPLA（ハコプラ）」

につきましては、案件マッチング数及び引越サポート件数が前期比で減少となりました。当連結会計年度において

は、インターネットやライフライン等の取次件数、転貸契約戸数が当初予想を下回ったことや、人件費の先行投資

を積極的に実施したこと、当初2023年に計画していた東京支店の新設を前倒したことにより当初計画以外の販売費

及び一般管理費が増加したことで減益となりました。

　この結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高2,555,046千円（前連結会計年度比7.5％増）、営業利益77,861

千円（前連結会計年度比78.3％減）、経常利益77,982千円（前連結会計年度比77.5％減）、親会社株主に帰属する

当期純利益は50,781千円（前連結会計年度比78.8％減）となりました。

　なお、当社グループは、移転者サポート事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しており

ます。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

　当連結会計年度末における流動資産は2,575,178千円となり、前連結会計年度末に比べ39,212千円増加しまし

た。これは主に賃貸住宅転貸サービスにおける管理物件の増加に伴い前渡金が298,957千円、流動資産「その他」

が22,810千円増加、東京支店の新設に伴う敷金等の支払いや資本業務提携に伴う投資有価証券の取得等により現金

及び預金が299,972千円減少したものであります。また、当連結会計年度末における固定資産は885,112千円とな

り、前連結会計年度末に比べ369,212千円増加しました。これは主に賃貸住宅転貸サービスにおける管理物件の増

加に伴い敷金及び保証金が166,218千円、資本業務提携に伴い投資有価証券が106,852千円増加したこと等によるも

のであります。

　この結果、当連結会計年度末における資産合計は3,460,290千円となり、前連結会計年度末に比べ408,425千円増

加しました。

(負債)

　当連結会計年度末における流動負債は1,015,737千円となり、前連結会計年度末に比べ135,966千円増加しまし

た。これは主に賃貸住宅転貸サービスにおける管理物件の増加に伴い前受金が276,035千円増加、未払法人税等が

72,136千円減少したこと等によるものであります。また、当連結会計年度末における固定負債は552,035千円とな

り、前連結会計年度末に比べ215,805千円増加しました。これは主に賃貸住宅転貸サービスにおける管理物件の増

加に伴い長期預り金が157,276千円、預り敷金及び保証金が56,518千円増加したこと等によるものであります。

　この結果、当連結会計年度末における負債合計は1,567,773千円となり、前連結会計年度末に比べ351,772千円増

加しました。

(純資産)

　当連結会計年度末における純資産は1,892,517千円となり、前連結会計年度末に比べ56,652千円増加しました。

これは新株予約権の権利行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ3,946千円増加し、親会社株主に帰属する当

期純利益の計上等により利益剰余金が48,707千円増加したことによるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より299,972千円

減少し、1,452,539千円となりました。当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、15,834千円（前連結会計年度は330,919千円の増加）となりました。これは主に

当連結会計期間において税金等調整前当期純利益が77,982千円計上されたこと、賃貸住宅転貸サービスにおける管

理物件の増加に伴い前渡金が298,957千円、前受金が276,035千円増加したこと、法人税等の支払額112,396千円の

支出があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、322,251千円（前連結会計年度は126,219千円の減少）となりました。これは主に

賃貸住宅転貸サービスにおける管理物件の増加に伴い、敷金及び保証金の差入による支出が232,097千円、資本業

務提携に伴い投資有価証券の取得による支出が106,852千円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は、6,445千円（前連結会計年度は666,896千円の増加）となりました。これは主に新

株予約権の権利行使に伴い株式の発行による収入が7,892千円あったこと等によるものであります。

（４）今後の見通し

　「１．経営成績等の概況（１）当期の経営成績の概況」にも記載しましたとおり、今後の経済動向につきまして

は、新型コロナウイルス感染症の影響等により、先行きが不透明な状況は依然として継続することが予測されま

す。

　このような環境の中、当社グループ移転者サポート事業の2023年12月期につきましては、新型コロナウイルス感

染症の影響が引き続き想定されるものの、「新生活ラクっとNAVI」においては新規顧客の獲得、サポート数の増

加、「転勤ラクっとNAVI」においては新規顧客の獲得、管理戸数の増加、「HAKOPLA（ハコプラ）・WEB」において

は案件マッチング件数及び引越サポート件数の増加を見込んでおります。

　2023年12月期の連結業績見通しにつきましては、売上高2,750百万円（前期比7.6％増）、営業利益100百万円

（前期比28.8％増）、経常利益100百万円（前期比28.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は68百万円（前

期比34.1％増）を見込んでおります。

　なお、上記業績見通しは、当社が現時点で入手可能な情報に基づき当社が合理的と判断したものであり、実際の

業績は見通しと異なる結果となる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国際会計基準に基づく連結財務諸表を作成するための体制整備の負担等を考慮し、日本基準に基づ

き連結財務諸表を作成しております。
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